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31。 とうも ろこ し南方 さび病抵抗性 のイメー ジスキ ャナ ー利用 に よる幼苗検 定法

[要約 ]
~と
うもろ.こ し,幼_重 に対する直五室 至昼童の接種方法や接種条件を明らかにした。更

に罹病葉上に形成される胞子塊量を

効率的な抵抗性検定法を開発 した。

イメージスキャナーを用 いて測定 す ることによ り
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[背 景 。ね らい ]

トウモロコシ南方さび病 (Pυ
“
ftta pθ fysθ fa Underw。 )|ま 晩植 。二期作 目栽培で多発

する重要病害である。本病に対する抵抗性品種の選抜評価 を効率的に行 うためには幼苗

期において抵抗性を検定する必要がある。

[成 果の内容・特徴 ]

とうもろ こ し品種 ・系統 の南方さび病 に対 する抵抗性検定が、幼苗接種 法 と市販 のイ メ

ージスキ ャナー を利用 した胞 子塊量演|1定 法 を併用 す るこ とによ り効率 的に実施 で きた。

①検定手順 :開 発 した南方さび病抵抗性の幼苗検定の手順は図 1の とおりである。

②検定植物 :イ チゴパ ックに播種し、本葉展開後 1パ ック当た り6～ 7株 とする。

③接種方法 i夏胞子をタルクで希釈 し150倍 1視野 (1.54闘 2)当 たり約 7個 に調整した粉

体を 1パ ック当たり0.5gコ ンプレッサーで散粉する。植物は 25℃ の接種箱に 24時
間静置し、以後調査時までガラス室内に置 く。室温は成 りゆきで概ね20～ 35° C。

④検定植物の葉齢 :抵 抗性と感受性の品種間差は 2～ 3葉期でも見られたが、 5～ 6葉期
の方がより大きな品種問差が認められ (表 1)、 良好な検定結果が得 られた。

⑤検定植物の葉色 :発病調査時において完全展開頂葉中央部でSPAD値 (葉 緑素計 ミノルタSP
AD502使 用)で 30以 上であることが必要である (図 2)。 SPAD値 を 30以上に維持す
るには配合肥料 (窒 素 :リ ン酸 :カ リ=13117:14)を 1バ ック当たり2～ 4g施肥する。

③本法で検定した抵抗性の品種間差は人工接種による圃場試験の結果 と一致した (表 2)。

[成 果の活用画 。留意点 ]

①本法はとうもろこし育種素材の南方さび病抵抗性検定に活用できる。

②面積測定プログラムは開発者 (北海道根釧農試三枝俊哉氏及び山口大学矢野彰吾氏 )

の承諾 を得 た上で配 布可能 。
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[具 体的データ ]

ィチゴハ
°
ックにとうもろこしを播種。

1パ ック 6～ 7株植 えとす る。
↓

5～ 6葉期に南方さび病菌夏胞子を接種する。
し

接種約 12日 後、葉表面に形成された夏胞子を
メンディングテープではぎ取る。 (1葉 1枚 )

↓
このテーフ
°
を 6～ 7枚 白紙に貼 り合わせて約 10×

7 cmの 大きさの胞子画像を作製する。

↓
この画像をイメーシ

゛
スキャナーで読みとり、面積測定

フ
°
ロク
｀`
ラムで胞子画像面積を算出する。

図 1.南 方さび病抵抗性検定法の手順

表 1.卜妊口]シ南方さび病菌接種による発病と葉齢との関係

接種時期 調査葉位
胞子画像面積の品種間差*

最大   最小   平均**

2～ 3葉

5～ 6葉

=数値
は抵抗性品種P3470の胞子画像面積を 1と した場合の

P3358の画像面積
**6～ 7回の平均
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図 2.発病調査時の葉色が抵抗性検定
に及ぼす影響

表2.5～ 6葉期における幼苗及び圃場検定の結果

品 種
幼苗検定結果* 圃場検定結果**
5葉  6葉   反復 I 反復Ⅱ

P3286
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0.056

0.159

0.285

0.510

0.635

0.()52

0.143

0.248

0.307

0.459

5.1

11.4

37.3

114.3

4()3.9

*数字は葉面積40o■ 2当たりの胞子画像面積
来*数字は止葉から6番目の葉の全夏胞子堆数

[そ の他 ]
研究課題名 :牧 草及び飼料作物病害の防除に関す る研究 (ト ウモロコシ南方さび病抵抗性

検定法の開発 )
予算区分  :指 定試験            研究期間  _:平 成 5年 度 (平 成 3～ 5年 )
研究担当者 :宮 川久義、井上興、矢野彰吾 (山 口大学 )、 村本和之
発表論文等 :宮 川、井上 (1993):イメーシ

｀`
スキャナー利用 によるトウモ陶シ南方さび病抵抗性の幼苗検

定法、 日植病報、 53巻 3号、 295頁 (講要 )
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